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１　はじめに

　今日、日本では地方の人口減少がますます
深刻になっている。国道交通省（2013）に

よると、若者の数は、1970 年に約 3,600 万
人、2010 年に約 3,200 万人だったものが、
2060 年にはその半分以下の約 1,500 万人に
なると推計されている。他にも総務省（2019）
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いわゆる「心地よさにこだわって自分で選択している」のようなライフスタイルを実践していて
も、資本主義から完全に脱出することは不可能だと理解している。スローライフと現代社会の在
り方、これらの矛盾に耐えながら実践している。つまり、場所や方法を一定の形に定めることで
はなく、自分のライフステージや資本主義社会との距離を自分なりの心地よさを重視しながらで
選択し、実践することがスローライフだと明らかにする。
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によると、15 から 64 歳人口の割合は前年
に比べ、東京都のみ上昇、愛知県が同率、そ
して残りの 45 道府県で低下している。また、
総務省の 2000 年～ 2016 年の三大都市圏及
び地方圏の転出入超過数の累計（2017 年）
から、三大都市圏（埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、
大阪府、兵庫県、奈良県）では年々増加して
いる一方、その他の県は年々減少しているこ
とがわかる。著しい若年層の人口減少は、地
域社会の衰退を招き、そこに暮らす人びとの
日常生活を成り立たなくする。そこで日本の
政府は地方に対して様々な人口政策を行って
いる。とりわけ、これからの地域の担い手と
なる若者を定着させることに力が入れられて
いる。たとえば、UIJ ターンの促進、子育て
や就労支援、また各自治体の市町村の空き家
情報が掲載されているウェブサイトなどであ
る。しかし、人口減少を食い止めるに最も重
要なのは、地方に残って住みたい、または地
方に移住したいという住民の意思である。た
だ、総務省（2017）の「地方自治体が考え
る人口流出の要因」で明らかになったように、
いくつかの要因から最も多いのは「地方では
良質な雇用機会の不足」、いわゆる仕事が限
られていることが事実である。また、交通等
の利便性も悪いため、地方に住みたいという
意思が生まれにくい。
　若者が地方に住みたいという意思をもつよ
うになるためには、どうすればよいか。この
点で、平成 20 年 7 月に閣議決定された国土
形成計画はヒントを与えてくれる。同計画に
よれば、「ゆとりや安らぎ、更には心の豊か
さに関する国民意義の高まりの中、美しい景
観や文化芸術等に対する欲求がこれまで以上
に強まっている」ことが挙げられている。そ
して、「価値観の多様化、生涯可処分時間の

増加等に伴い多様なライフスタイルの選択が
可能となってきている。これにより、テレワー
クなどの働き方の多様化」と述べられている

（国道交通省，2008）。これまでは、都心や
都市圏で生活をし、オフィスに通うのが当た
り前だったなかで、テレワークが導入され始
めたことによって、都会に限らず地方も含め、
様々な場所で働けるようになった。このよう
に、多様な働き方、住まい方が受け入れられ
る社会になっていくことにより、都会に限ら
ず地方で地域活性化に繋がる地方移住に期待
を寄せられている。
　このように、今国民の中で「ゆとりや安ら
ぎ」への関心が高まっていることをふまえ、
政府は、それが、若者に地方定住を促すチャ
ンスになると考えている。そして、そこで重
要な概念として「スローライフ」に注目して
いる。「平成 26 年度国土交通白書」の中では、
田園回帰やスローライフの実現のため地方都
市への移住を求めている者の方が多い傾向に
あることを述べる。また、総務省の「これか
らの移住・交流施策の在り方に関する検討会
報告書」（2018）は、「『田園回帰』に関する
調査研究会」が実施した調査結果から、都市
住民が農山漁村地域に移住を希望する理由と
して「環境にやさしい暮らし（ロハス）やゆっ
くりとした暮らし（スローライフ）」が多く
挙げられていることを述べている。そのうえ
で、これからの地域の持続性を確保するため、
地域づくりの担い手の多様性を認識すべきだ
と述べる。スローライフが若者の間に流行し
ていることは、スローライフを魅力的なもの
としてあげる『Ku:nel（クウネル）』や『天
然生活』といった雑誌が登場していることか
らもわかる。
　このように、スローライフという新しいラ
イフスタイルの実現のために地方への移住が
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進むことが期待されている。では、どうすれ
ば多くの若者がスローライフに魅力を感じる
ようになるのか。それを論ずるためには、ス
ローライフを志向する若者にとってスローラ
イフとは何かを問う必要がある。そこで、本
研究では、スローライフを実現するために島
根県に I・U ターンした若者たちを対象にイ
ンタビューを行い、彼らのライフヒストリー、
そして実際のスローライフ経験を聞いてみた
いと考えた。地方移住者のスローライフ経験
を聞いていくことを通して、現在の若者の中
に理想的の生活、いわゆる「自分なりのスロー
ライフ」はどのようなものなのか、何が若者
の地方定住のポイントなのかについて明らか
にしたい。
　

２　先行研究

　近年の、都市から地方への移住者の動機に
しては多くの研究がある。その中には、ス
ローライフに注目するものもある。例えば、
近藤（2017）は、地方を「ロハスやスロー
ライフのできる場」として、暮らしや自己実
現の観点から肯定的にとらえる機運が生まれ
ており、田園回帰志向が高まっていると述べ
た。他にも多方（2005）は、農山漁村地域
ではスローライフやスローフードをグリー
ン・ツーリズムに絡めた動きが活発化しつつ
あると指摘する。農山漁村を訪れるツーリズ
ムをグリーン・ツーリズムとはあえて呼ばな
いで、スローライフ、スローフードそのもの
に色付けして、それが新しいツーリズムの一
つとして提案、提供されるようとになってい
るというのである。
　ただし、スローライフ自体に関するより詳
しい研究の数は少ない。艾（2021）によると、
スローライフは人生をゆったりと楽しもうと

いう考え方であるとする基本的立場をとる文
献が多いが、これは人々の表面的な行動から
とらえた理解に過ぎないという。人の生き方
の幅（人の置かれた環境の前提：ケイパビリ
ティ）が人生を豊かにするための前提である
と考え、スローライフを推進する過程で実践
者たちは自己決定を尊重し、彼らのケイパビ
リティを拡大していく可能性があるというの
である。
　スローライフの起源と考えられるのが、イ
タリアのカルロ・ペトリ―ニが 1986 年に提
唱した、ファストフードチェーン店が開店す
るのに反対する、スローフード社会運動であ
る（菊池、2011）。ファストライフ、ファス
トフードの普及により郷土に根付いた農産物
や文化を失うことを危惧することから始ま
り、美味しく健康的で (Good)、環境に負荷
を与えず（Clean）、生産者が正当に評価さ
れる（Fair）食文化を目指す、というもので
ある。やがてスローフード運動は進化し続け、

「食」を地球、人々、文化、政治といったす
べての要素が織りなすものと捉え、フードシ
ステムズに対してより総合的なアプローチを
もった社会運動となったのだ。
　日本も 2004 年に「スローフードジャパン」
という協会が立ち上がり、この運動に参加す
る動きがあった。この団体は 2016 年に組織
体制変更のため「日本スローフード協会」と
なり、今日、日本国内における代表的なスロー
フード運営組織として活動を継続している。
その活動の中で「スローライフ」という言葉・
概念が派生し、NPO「スローライフ・ジャ
パン」という名前で新たに NPO 法人が設立
され、自治体と協力して街づくりに活躍して
いる。
　ただし、スローライフとスローフードでは
そもそも言葉が違うように、スローライフと
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は日本における独自のスローフードの受容で
あり、イタリアのそれそのものとは言えない
と考える。日本の「スローライフ」は「スロー
フード」の「スロー」という考えを受け入れ
ただけだというべきだろう。スローという語
を利用することで、日本の「スローフード」
的運動、すなわちスローライフが目指したの
は、日本の社会問題、すなわち地方人口問題
の解決である。田舎暮らしのイメージである

「スロー」なライフスタイルの良さを強調し、
地方へ移住しようと国民に呼びかけた。
　では、「スローフード」と「スローライフ」
はどう違うのだろうか。

「スローフード」と「スローライフ」の共通
点を簡単に言えば「食」とのかかわりである。

「スローライフ」が目標とする、町おこし、
地域活性化では、現地の食材や伝統的な料理
を楽しむことを重視することがその共通点だ
といえる。一方、「スローフード」は主に「食」
に関わる社会問題から始まり、南北問題や環
境問題といった政治的な側面にかかわる様々
な問題に焦点を拡大しつつあるが、「スロー」
なライフスタイルにはそれほど密接に触れて
いない。つまり、「スローフード」は「食文化」
から始まり、あらゆる社会問題に重心を拡大
してきたが、その一方で日本の「スローライ
フ」は特に「食」を中心としておらず、地方
の人口減少の政策を目指す「田舎暮らし」の
ほうがメインとなっているのである。
　ここまで述べてきたことから、日本の「ス
ローライフ」は元の「スローフード」の問題
意識を十分に受け継いでないようにみえるか
もしれない。「スローライフ」らしい地方の
イメージを利用し、地方の人口減少の解決策
に合わせて作り上げられたと言ってもよいだ
ろう。日本は「スロー」という概念を独自の
解釈で作り直したのではないかと考えられ

る。
そうしたスローライフが政策的に展開するな
か、地方移住さはスローライフに何をみいだ
し、何を追求しようと地方へやってきたのか。
地方への関心を高めると期待されるスローラ
イフが、若者にもっと支持されるためには、
まずはスローライフの耐えに地方に移住した
若者が何を求めているか知るべきであろう。
そこで本研究は、「スローライフ」を求めて
地方移住した人々に、インタビュー調査を通
して、当事者のリアルな「スローライフ」を
浮き彫りにする。

３　調査の概要

　地方の IU ターンを通じて、新しい自分の
ライフスタイルを実現しようとした人たち
についての情報を収集するため、島根県に
I・U ターンで移住した方々にインタビュー
をした。インタビューは 2020 年 12 月から
2021 年 2 月にかけて、島根県松江市内で行
われた。対象は地方に IU ターンし、スロー
ライフに関連する活動をしている人たちを中
心にした。本業の他にスローライフに関連す
るボランティア活動や様々なイベントに積極
的に参加している。
　インタビューは、自分のライフヒストリー
を語ってもらい、その中で自分が認識してい
るライフスタイルにおける変化について自由
に語ってもらうという形で開始した。インタ
ビューは、約 1 時間から 2 時間行われた。
インタビュー後、録音された音声データを聞
きながら文字化し、そのデータより、対象者
のライフヒストリーの流れやそのライフイベ
ントごとでの彼らの意識を理解するため、マ
インドマップの形式（１）で分析した。彼らの
ライフヒストリー、ライフスタイルについて



165

アンディ・メイリカ・ラフミ・ムティア・ララサティ

2022 年 3 月

よいと感じることが重要となる。つまり、「ス
ロー」という概念では、自分が「心地よい」
という気持ちが持てるかどうかが最も大切な
要素となると考えられる。

4-2　資本主義的なものからの
　　　　　　　　自由を求めるスローライフ
　調査対象者の語りからは、さらに、彼らに
とってのスローライフが、資本主義的なもの
からの解放をめざすイタリアのスローフード
運動と同様の意志をもつライフスタイルであ
ることが示唆された。本と雑貨屋を運営し
ている F さんは、「ちょうどスローライフ的
なジャンルにあたる衣食住だったんですよ。
じゃあそれをテーマに本を集めて、先勝して、
僕らで。それとリンクするような商品。雑貨
ですよね。だから今、香りのものだったり、
生活の中であったらいいじゃないですか。あ
とは、タオルとか靴下とか。あとは、あまり
松江では見かけない食料品とか、チョコだっ
たり、ジャムだったり。そういったものを少
しずつ。それも大量生産のものではなくて。
すごく丁寧に作られているもの。例えば、う
ちみたいね、ご夫婦で作り出すものもあるし。
でもちょっと手間がかかってきて金額は高い
けれども、本当にいいものだったり」と、自
分の店に無添加やオーガニックの商品を販売
するこだわりを持っていることを語った。
　同様の価値観は、H さんにも見られた。H

の意識の変化のきっかけ、成長ポイント、ラ
イフスタイルに対する意識変化と実践前後の
比較、彼らによるスローライフに焦点を当て
て分析を行う。

４　考　　察

4-1　「スロー」の解釈
　インタビュー対象者達はほとんどお互いの
ことを知らないものの、インタビュー調査で
共通のキーワードとしてよく発言した。その
言葉は「心地よい」だった。
　彼らが、どんな場所でも、どんなペースで
も、どんな方法でも、様々な側面からであっ
ても、無理なく、心地よいと感じられること
が「スロー」なのだという共通の解釈を持っ
ていると考えられる。彼らは別に、古い日本
文化を良かれとするものではない。素朴な田
舎暮らしや自給自足などを完璧主義的に目指
すことを良かれとしたわけでも決してない。
　Specialty Coffee という現地それぞれの
コーヒー質や生産者から直接購入することに
こだわる、いわゆる「フェアトレード」を意
識しながらコーヒー屋を運営しているＣさん
は、自分の「スロー」は何かを自分で決める
ことが重要だと述べた。都会で無添加商品や
環境に優しい商品を積極的に選び、日常に利
用することも、現代的な IT を取り組みなが
ら山奥に住んで実践することも、本人が心地

名前 性別 年齢（インタビュー当時） 出身地 I・U ターンの別 職業
A さん 女 43 千葉県 I ターン 自営業（飲食、食料品・日用品店）
B さん 男 37 島根県 U ターン 自営業（飲食店、ゲストハウス）
C さん 男 34 島根県 U ターン 自営業（飲食店）
D さん 女 39 熊本県 I ターン 自営業（飲食、雑貨屋）
E さん 男 27 千葉県 I ターン アルバイト
F さん 男 54 島根県 U ターン 自営業（本、雑貨屋）
G さん 男 21 東京都 I ターン 大学生
H さん 女 33 島根県 U ターン 自営業（洋菓子店）

表１　インタビュー対象者のプロフィール
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さんは、自分の子供がアトピー性皮膚炎を持
つことを分かったことがきっかけで、食品に
関心をもつようになり、特にその土地で作ら
れた食品がその土地に住んでいる人に最適だ
という「マクロビ」食材にこだわりを持ちな
がら、現在は自ら作った無添加の洋菓子やグ
ラノーラを月一回のペースで販売している。
そして、「やっぱ体って、食べたものででき
ていくので。（略）さらには、便利だけど、
便利な反面、弊害もあるなっていうところに
も気づいて。一番シンプルなところに戻って
きちゃったというか。味噌とか梅干しも自分
で作ってみて。塩と梅だけで梅干しできる
じゃん、でもスーパーの梅干し見たら、いろ
んな着色料が入ってたり、化学調味料で余計
な味が付けてたりとかしてて。（略）私はシ
ンプルに暮らしたいなっていうところか、本
当に素材そのものを大切にするような食生活
を心がけるようになりました」と述べてい
る。彼らが持つこだわりは「美味しく健康的
で (Good)」という スローフードの一つ目の
スローガンに該当するといえるだろう。
　二つ目のスローガン、「環境に負荷を与え
ず（Clean）」は、島根県飯南町の山奥に在
住し、自給自足のライフスタイルを送ってい
る E さんが実践している。彼は光熱水を自
然に頼って賄っている。食材もほとんど自ら
生産し、自分で作れないパンやお肉は近所の
人から物々交換でもらっている。
　さらに、地元の農産物を使用して作った
おかずと無添加の日用品を販売する A さん、
多国籍料理屋とゲストハウスを運営している
B さん、そして自作の焼き菓子やグラノーラ
雑貨も販売している D さんは、インタビュー
から三つ目のスローガン「生産者が正当に評
価される（Fair）」を常に意識していること
も分かった。彼らは自分のお店の仕入れ先の

場所まで足を運び、生産者と直接的なつなが
りを大事にするこだわりを持っている。店だ
けではなく、自らの生活の中にも実際に取り
組んでいるこうしたこだわり、それがスロー
ライフとスローフードの共通の価値観とな
る。
　また、彼らのスローライフは、親世代のラ
イフスタイルをモデルにしていたり，西洋化
によって忘れられている「和」を志向したり
するなど，近代化する以前の（資本主義が発
展する以前の）日本を意識していることもう
かがえた。F さんは、スローライフを選択し
た一つの理由が、親が実践していた伝統的な
日本のライフスタイルと似ており、懐かしさ
を感じたと語った。「やっぱり昔の日本って
スローライフそのものじゃないですか。自給
自足に近い。昔の日本、うちの両親とかも、

（略）やっぱりそういう風な時代の人って、
家は今のスローライフ的な暮らしを地でやっ
ている。（略）そんなすごく、自給自足のよ
うな極端な感じではないですけども、やっぱ
り物は大事にするし、食べ物もそういった人
たちから購入したり、着るものも、直しなが
ら。そういったことですね。だから、興味が
あるっていうか、それは自分が暮らしてたス
タイルに近いから自然にそっちに目が行く」
と、F さんは自らのスローライフのイメージ
を表現した。
　H さんも同様に、お店で販売している食
品に「和」の意識を導入し、その良さを活か
すことにこだわりを持っている。「昔の日本
とかそうじゃないですか。着物と米を替える
とか。うちでは能力交換で、（略）自分ので
きることとか得意なこととか誰かに還元して
あげるとか。お金じゃないものの交換という
か。スローライフって究極そういうこと。全
部自給自足じゃなくて、お金使わなくても生
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きていけるじゃないですか。私は食べ物を自
分で作るし、着るものとか作れたり、それこ
そ物々交換で、近所の人と交換すればいいと
かってすごいなと思う」。自然のモノに感謝
して大切にし、無駄なく活かしきることは日
本の文化である。Hさんは、この概念とスロー
ライフは重なっていると述べた。
　このように、彼らは、資本主義社会的なも
のからの脱却をめざそうとする「スローライ
フ」を実践しているといえる。
　彼らは、今まで見慣れた場所から一旦距離
を取りたいとする。都会の満員電車や競争社
会、いわゆる現代日本社会の在り方である、
資本主義社会に疲れを感じたという。「満員
電車がとてもいやで。それで、まあ、うちの
家から東京に通うことになったら毎日、も
う、ものすごい満員電車に乗らないといけな
い、そんなかんじで。なんか、それがまずい
だったのと。やっぱり、なんていうかな、自
然が豊かで、のびのびと暮らしたいと、沖縄
でさんざんのびのびしたので。しかも、まあ、
あと自分が良くよく、その結婚したり子供を
持ったりしてたときに、どうかなと考えたら、
これからの時代ね、なんか、アクセス、まあ
便利ではあるけども、都市ではアクセス、い
やなこと我慢して、楽して暮らすよりは、も
うちょっとゆったりと、のびのびといたいと
いう気持ちがあって」と、A さんは移住前の
時の悩みを語った。それゆえ、他国や他県に
行き、今までと異なる場所から日本社会を相
対的に見つめ直した。E さんの場合は、ワー
キングホリデーでオーストラリアに渡った経
験が、今までの生活を見直す機会となったの
であった。「そういうのでも、結構考えさせ
られたり、日本の働き方と、向こうの働き方。
向こうは緩いのに給料はめちゃめちゃ。日本
はずっと働いてもギリギリ生活できるぐらい

の給料しかもらえない、一年目 2 年目。そ
れで家賃払ったり、光熱費を払ったりという
生活は、俺はそういう、そっちじゃないかな、
とだんだん気づき始めた、その海外と日本の
旅を通じて。けどそれじゃないとしたら、ど
ういう暮らし方ができるんだろうと思ってた
時に、こういう自給的な、自分で最小限の、
小さく生きる、コンパクトに。必要な生きて
くための、本当最小限で生きて生きるなって
いうのが、だんだん。そういう生き方のが、
俺は楽しいなと思って」。東京で生まれ育っ
た G さんも「たぶん東京の企業で就職した
ら、会社の歯車の一部で終わっちゃうんです
よ。その、この仕事をやって、ただタスクを
やって、で終わって、飲みに行くぐらいな生
活だと思いますけど。逆に島根で企業、自分
が選んで企業とか、自分が興味ある社長さん
のところは、全部一人がモーターになってる、
一人一人が。歯車じゃなくて、部品じゃなく
て、動力になってるっていうのが。東京の方
が部品になってる。逆に島根だとエンジンに
なるのかな、一人の存在が。だってその人が
動かないとその会社の利益がすぐに出てこな
いわけであって。中小企業ってすぐに一人の
存在で利益が左右されるので」と、都会と地
方の一人の存在価値の違いに気づいた。これ
らの経験によって、彼らは自らのライフスタ
イルに対する意識が変わったと考えられる。
彼らは日本の資本主義社会に限界を感じ、脱
出したいという意志で、現在の「スローライ
フ」に至ったのである。

4-3　地域コミュニティの価値
　以上のように、調査対象者のスローライフ
は社会運動としてのスローフードと、共通価
値観を持っていることが明らかになった。た
だし、彼らが「地域コミュニティ」に価値を
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見いだし、これも彼らのスローライフの特徴
だということがうかがえた。調査対象者は、
資本主義に伴う競争に巻き込まれる社会に、
限界を感じ、地方への I・U ターンを選択し
た。そして、新たな地域コミュニティの中に
入り、そこで交流する中で、仲間を見つけて
いった。D さんは、島根県宍道町に結婚で初
めて引越ししたとき、知り合いがいない場所
でカルチャーショックも受けたことで、不安
を抱え、挫折した時期もあった。しかしある
日、宍道公民館の支援センターで「地域を盛
り上げたい」という同じ価値観を持つママ友
のコミュニティに出会い、その「ご縁」で立
ち直ることができたという。今は、この地域
コミュニティで地域活性化につながるイベン
トを定期的に開催している。「地域の力を借
りて成り立っているから、この店で町がたの
しくなるならいい」と、彼女は地域コミュニ
ティに価値を見いだしていることを語った。
他に、高校の際初めて出身地の東京から「島
根留学」で島根県川本町にやってきた G さ
んも、インタビュー中に「ご縁」という言葉
も用いて、共通の価値観を持っている人と出
会えた地域コミュニティに魅力を感じたこと
を述べた。また、F さんは「自分も同じよう
に、すごいお世話になった人たちがいっぱい
いたから、恩返しっていう言葉があれかもし
れないですけど、自分でなんか返したらなっ
て思って」と語った。F さんは高校卒業後、
島根大学に進学してからも地域活性化にかか
わる活動に積極的に参加し、卒業後も「恩返
し」の意味で、島根県内の企業で務めること
を決めたのだった。
　同じ価値観を持つことを確認しあうことで
一体感が生まれ、地域在住者同士の強い繋が
りも自然にできる。確かにこのことは、移住
者がそれぞれの仕事やボランティア活動と

いった自分自身の活動より、他の地域住民と
自分たちが暮らす地域の魅力も発見し、そし
て発信していくことも期待できそうである。
ただしやはり、彼らは政府が思い描いたよう
に、地域活性化への参加を求めて移住したわ
けではないことを、改めて確認しておく必要
があるだろう。彼らはそれぞれの理由で自ら
のライフスタイルに対する意識が変化し、新
たなライフスタイルのスタートを求めて自分
自身の意志で移住したのである。そして、移
住先で出会った地域コミュニティの人々と価
値や考えが共通する点を見いだし、受け入れ
られたという感覚を持つことができた。その
ことが、地域コミュニティへのために他の住
民と一緒に何かしたいという思いにつながっ
たと考えられる。

4-4　彼らのスローライフの実態
　先述のように、調査対象者たちは、現代日
本社会の資本主義社会から限界を感じたこと
で、自らのライフスタイルに対する意識に変
化が生まれ、地方への I・U ターンを通じて「ス
ローライフ」を選んだ。しかし、実際にはこ
れらの「スローライフ」の実践者たちの多く
は、資本主義社会からの脱出は不可能である
ということを認識していた。
　持続可能な開発目標（SDGs : Sustainable 
Development Goals）（２）という言葉も耳に
する機会が最近多くなってきた。これは、ス
ローライフと共通する価値観を持ち、人間と
環境に優しい社会を作り上げることを志向し
ている。ただし、問題は、現在の日本の資
本主義社会において、SDGs もスローライフ
も、これらをどの程度まで実現できるのかと
いうことである。この理想的な価値観を完全
に生活に導入すると、経済的にかなり大きな
負担がかかるであろう。ここから、「自分な



169

アンディ・メイリカ・ラフミ・ムティア・ララサティ

2022 年 3 月

り」のスローライフという概念が生まれる。
H さんは、自分なりのスローライフを次の
ように表現した。「取り入れてるところやっ
ぱり、奥さんが作る食事なんかも、やっぱり
そういった部分が生産者の顔が見えるだった
り。添加物の問題だったり、意識したものを、
全部 100％じゃないですけど、意識して購入
はされてるし。例えば、着るものにしても、
もちろんファストファッションみたいな、ユ
ニクロみたいなものを着たりはしますけど、
けどやっぱりちゃんと作り屋さんが見える洋
服の方が好きですし。（略）だから、あまり
極端にスローライフ、すごくするとは真逆な
生活の生活ではなくて、自分たちが無理なく
暮らしをするスタイル、心地よく暮らせる加
減みたいなのを、探しながら取り入れてるの
かなとは思います。どれぐらい取り入れてる
かと困っちゃうんですけど。自給自足、それ
は自分はやりたいし。それをやることで自分
の心が満たされるだと思うんですよ。ただ、
僕らはそこになっちゃうと完全に無理にし
ちゃってるところになるので。暮らしはやっ
ぱり、毎日続くものじゃないですか。続けら
れる形みたいなのは、本当にそれこそ、人そ
れぞれの形でやって。好奇心もそうだし、そ
ういった意味でもそういう風な暮らしに取り
入れる人も多いんだと思うんですけども」。
　B さんも、完全な自給自足生活を実践する
ことには無理があると述べた。「今の資本主
義の中でそういうスローライフは多分できな
いから、属しちゃうとね。それを無視して、
自分らのコミュニティでは成り立つけど、そ
れが理解できる人はすごい少数派で。その少
数派のなかで話が分かるような、この場で考
え方が正しいよねって思っても、僕は面白く
ないと思って。どう巻き込んで、そっちに持っ
ていくかともったときに、山に入っちゃうと

か、こもっちゃうとか。そこに切っちゃう
と、その考え方で濃くするのもいいけど、僕
はその仲介で濃い人と普通に生活してる人に
混じるというか、そこの変化が面白い」。つ
まり、この意識を日常生活に完璧に実現する
ことは、持続不可能だと考えられている。結
局、最終的には資本主義社会にまた頼ること
になってしまうのである。ここで自分の「心
地よさ」で調整することが大事な要素となる。
また、「スローライフ」は「田舎暮らし」や

「農業で自給自足」と関連づけられがちであ
るが、それにも矛盾がある。彼らは、都会暮
らしはしたくないが、だからと言っても必ず
しも「田舎暮らし」や「農業で自給自足」を
志向するわけでもなかった。「スローライフ」
を求めている人たちの中でも、そのような暮
らしは「心地よくない」と思う人の数は少な
くないのである。調査対象者の何人かは、政
府は地方移住を促すためスローライフを商品
化してしまったと意見を語ってくれた。その
一人のＦさんは、スローライフという言葉自
体が「安っぽい」という風に感じられると述
べた。
　では、彼らが強調した「心地よさ」という
ことは一体何か。それは、資本主義社会の息
苦しさからできるだけ離れ、自分が無理のな
い範囲で、社会でよいとされる置き方と違っ
ても、自分が最適だと感じる暮らしを選択す
ること。彼らはこうして自分なりのスローラ
イフを作り上げる。この選択プロセスは、自
分のライフステージ、居住環境、また経済状
況と共に変化していくと、B さんは述べた。
地方であれ、都会であれ、場所と方法は一定
の形にはまる必要はないと、A さんも主張し
た。これが今日の日本社会における、I・U ター
ン者のスローライフだと考えられる。
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５　ま と め

　本研究の結果をまとめると、以下の図１と
図２のようになる。まず、図１に示すように
スローフードは資本主義社会への対抗とし
て生まれた社会運動である。日本では同様
に、資本主義社会から逃げ出す方法として誕
生し、スローフードのスロー意識を受容した
が、地方の人口減少問題と関連付けることで、
スローライフという日本独自の定義が生まれ

た。
　しかし、図２に見るように、実際に地方に
移住した者たちは「Good」「Fair」「Clean」
というスロー運動と共通の価値観を持ってい
ることが明らかになった。スローライフも伝
統的な日本のライフスタイルのイメージに似
ているところも、特徴的な価値観だと考えら
れる。それに加えて、「地域コミュニティの
価値を重視すること」と「資本主義社会から
距離を取りたいとすること」を特徴に持つ傾

図１　資本主義に対抗するスローフード運動と日本のスローライフ

図２　本研究の結果
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向もある。彼らは、これらの意志を基に、資
本主義社会から脱出したいという意志で、ラ
イフスタイルに対する意識に変化ができ、I・
U ターンを通じて「スローライフ」を実践す
ることができたと分かった。
　しかし彼らは、実際は資本主義社会から完
全に脱出することは不可能だと理解してい
る。それゆえ、結果的に資本主義社会の枠の
中に生活しながら、スローライフを実践する
ほかない。そこで彼らは、「ライフスタイル
を自分で選択しているという心地よさ」に
よって、妥協点を探る。資本主義から脱出し
ようとしてもできない事実の矛盾に耐えなが
ら彼らのスローライフを実践しているのであ
る。
　したがって、都会に対する地方、または田
舎という、位置的な比較ではない。資本主義
や都会的な価値、また文化から脱出すること
ができない社会の中で、自分自身がいかに選
択しながら調整し、生きやすく生きていける
のか。その挑戦が、「スローライフ」である。

註
（１）英国のトニー・ブザン氏が提唱する、

思考の表現方法。ブザン・オーガナイゼー
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